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図1b 日本の台湾原住民研究の波
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日本における台湾原住民の人類学的研究 (1895-1999) 
図2 鳥居(a )，伊能(b )，森(c )の論文内容の比較
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































主な例をあげれば倉田 (1970)，末成 (1970)， 
松津 (1976)，山路 (1980)，笠原 (1980)，馬
淵悟 (1982)などの形で公表されている。これ
まで，民族誌としてまとめられたものは，末成
(1983) ，清水 (1992) の2冊だけである。 (9) 
これらの新しい世代の著作は， Suenari (1998) 


































































心が増加 (6%一 >16%) し，慣習一般への関
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